
 

令和５年度 研究活動の評価について 
 

１．第３次中期ビジョンにおける評価の仕組み 

 第三者※評価を取り入れ、自己評価とのギャップを測りつつ、PDCA を回す。 ※ 豊田市・トヨタ自動車・研究企画委員会（有識者） 

 研究所の「役割」毎に設定した「あるべき姿」を客観的に示す指標により評価し、人事考課制度と連動させて実効性を高める。 

 単年度評価：論文発表や外部機関からの受注、情報発信などの実績を示す確認指標（３６指標）により自己評価し、第三者から

自己評価に対するコメントを拝受⇒各研究員の個人目標設定の参考とする。 

 中間・最終評価：３指標、６基準で設定した評価指標により、３年目、５年目に評価（自己評価＋第三者評価） 
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役割 あるべき姿 評価指標 評価基準（最終年次）

広義の都市交通の研究 地域の課題や社会ニーズを的確に捉
え、活発な研究活動がなされている

研究領域のカバー率（政策提言・査
読付き論文発表を実施した方針数）

①暮らし領域：7方針
②安全領域：5方針

交通まちづくりの推進 関係機関との緊密な連携のもと、研
究成果を社会貢献に結びつけている

事業化に至った政策提言・研究所主
導の研究の件数

①政策提言：2件
②研究所主導の研究：4件

世界への情報発信と貢献 情報発信が研究の発展や事業化の広
がりに繋がっている

情報発信が起点で共同研究・他都市
への横展開に発展した件数

①共同研究：20件
②横展開：2件



 

２．令和５年度の単年度評価結果（36 の確認指標による自己評価と第三者からのコメント） 

【役割① 広義の都市交通の研究】 

 

 

  



 

【役割② 交通まちづくりの推進】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【役割③ 世界への情報発信と貢献】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【令和５年度 評価の総括】 

第３次中期ビジョンに基づき研究に取組んだ初年度である令和５年度は、年度途中での研究員退職や病欠により人的資源が低下した

状況にありながら、３つの役割における確認指標は概ね良好な成績を示しており、「あるべき姿」の実現に向けて順調に活動を推し進め

ています。特に「役割②交通まちづくりの推進」では、地域と密接に関わる実践的研究事業に多く取り組むとともに、他都市や行政以

外からの依頼に対応し、豊田市での研究成果の横展開を図ることができました。 

主な課題としては「役割③世界への情報発信と貢献」に関して、研究成果報告会や「まちべん」に対する改善を指摘する意見が第三

者から寄せられていることへの対応が急務と捉えています。 

 

自己評価結果と第三者コメントを踏まえ今年度の活動で留意するポイント 

役割①広義の都市交通の研究 （あるべき姿 ： 「地域の課題や社会ニーズを的確に捉え、活発な研究活動がなされている」） 

 研究領域別の自主研究のカバー率がやや低い（方針⑥：誰1人亡くならない交通の実現のみ達成）ことから、より多様な方針に目

を向けた自主研究の拡大推進に取り組む 

 大学等の研究機関に所属する若手研究者との共同研究に取り組む 

 

役割②交通まちづくりの推進 （あるべき姿 ： 「関係機関との緊密な連携のもと、研究成果を社会貢献に結びつけている」） 

 事業化、受託研究に通じる政策提言の立案に向けた準備（行政ニーズの把握機会の構築、提案内容検討の場の強化、柔軟な自主研

究の在り方検討、等）により力を入れていく 

 受託者に対する事業品質評価の依頼を検討（評価シートの作成、など）（フィードバックの仕組の構築） 

 

役割③世界への情報発信と貢献 （あるべき姿 ： 「情報発信が研究の発展や事業化の広がりに繋がっている」） 

 ヒヤリハットの他都市展開はみられるものの、新たな「強み」となる活動の強化が必要と考える 

 情報発信強化に向けたHPの改善、研究所の「強み」を踏まえた発信内容（「強み」の実績整理）・方法（研究成果報告会・まちべん

の改善）の検討 

 まちべんの学生へのアプローチ検討、「強み」の「社会での活かされ方」の強調 

 


